
：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
　
融

　
　
舗

壱5

7号□

－
m

編集／十日町市役所総務部総務課企画広報係（電話㈹7－3111番）発行／宙月25日

冬
期
ご
み
収
集
計
画
講
晶
日

部
を
除
き
夏
期
と
同
じ
に

　
こ
れ
ま
で
冬
期
間
（
十
二
月
～
三

月
）
に
な
る
と
、
ご
み
収
集
計
画
が

大
幅
に
変
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
冬
も
昨
年

と
同
じ
く
車
輔
の
運
行
で
き
る
限
り
、

夏
期
の
収
集
計
画
通
り
実
施
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
車
輔
の
運
行
で
き
な
く

な
っ
た
地
域
か
ら
は
従
来
ど
お
り
持

出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
該
当

の
衛
生
組
合
長
か
ら
お
手
数
で
も
衛

生
施
設
組
合
（
智
二
－
三
九
二
四
番
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
は

冬
期
間
と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

｝
、
道
路
事
情
で
ご
み
収
集
車
が
行

け
な
い
町
内
は
予
定
通
り
収
集
で
き

ま
せ
ん
。
状
況
を
各
町
内
で
適
確
に

判
断
し
、
収
集
不
能
な
場
合
は
、
各

自
出
し
た
ご
み
を
持
ち
帰
り
、
次
回

の
収
集
日
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
も
え
な
い
大
き
な
ご
み
（
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
）
は
、

雪
消
え
後
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
事
業
系
の
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄

物
も
）
の
う
ち
、
も
え
な
い
も
の
は

各
自
で
保
管
す
る
か
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
や
む
を
え
ず
保
管
場
所
の
無

い
場
合
は
高
城
沢
で
一
時
保
管
し
ま

す
。
そ
の
場
合
、
消
雪
後
霧
谷
埋
立

地
へ
再
運
搬
を
お
願
い
し
ま
す
。
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毎
年
降
雪
前
に
な
る
と
、
く
み
取

梱
り
の
申
込
み
が
殺
到
し
ま
す
。

樽
、
清
掃
業
者
の
搬
入
能
力
や
衛
生
セ

◆
鯉
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
に
も
限
度
が
あ

か

堕
σ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
搬
入
量
は
、

齢
平
常
の
二
倍
以
上
に
な
り
、
処
理
能

◆
御
力
の
三
十
軒
の
オ
ー
バ
ー
処
理
を
し

鱒
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
’

◆
鞭
す
。
降
雪
前
の
く
み
取
り
申
込
み
は

ゆ“
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
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対象地域 もえるゴミ もえないゴミ 地区名 対象地域
関根、浅之平、六箇山谷

中村、麻畑、田麦
金 第1、第3、水

十日町、川治

六箇、吉田
津池、大池、菅沼、赤倉、椌木、長里、落之水
船坂、塩ノ又、中手、中平、鉢

中　　条
嘉勝、池谷、入山、蕨平、東枯木又、西枯木又

三ツ山、上田原、宇田ヶ沢、山新田、中条菅
沼、小貫

中条市ノ沢 木 金

幸町、姿1・2、安養寺 火・金 水 下　　条 仙ノ山、平、漉野、慶地、二子、願入、塩野

名　ケ　山 水 第4月曜 水　　沢
天池、池之尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、当
間、大石、南雲、中在家、水沢市ノ沢、珠川

〔交通事故相談〕12月5日（月）

〔定例行政相談〕12月15日休）

（巡回内職相談〕12月16日㈹

　一いずれの相談も
時間　午前10時～午後3時
会場　市役所市民相談室

　　きもの姿の1日税務署長

　税を知る週間の初日（1／Eヨ），ミス雪

まつりの滝沢一美さんが美しいきもの姿

で／日税務署長をつとめ￥税についての

正しい知識を知ってもらおうと，市内の

スーバーや街頭でP　R。このE］は．滝沢

さんだけでなく山来税務署長も霜垣青申

会婦人部長もきもの姿で，きものと税を

一緒に売りこんでいました。

各種相談へ

税の相談はお気軽にへ

◆相談事項　所得税、贈与税、相続税などの

　　　　　税務相談、その他苦情相談

◆と　　　き　12月9日

　　　　　午前10時から午後3時まで

◆ところ　市役所市民相談室

◆担　　当　関東信越国税局税務相談室長岡

　　　　　分室　　相談官

12月の日曜営業

ガソリンスタンド（輪番制）

4日　長谷川石油下条給油所

　　　十日町石油十日町第一給油所

　　　村山商会燃料センター

11日　山田屋商店四日町給油所

　　　村昭石油十日町給油所

　　　アイランド商会上島給油所

18日　龍巳石油仙田給油所

　　　新潟ケンベイ美雪町給油所

　　　十日町木工十日町西給油所

25日　川西農協給油所

　　　山松商店十日町バイパス給油所

　　　小林石油十日町給油所
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雪・調和・く

月
㊤
日

・
り

　　　　一会場一

曾クロス10
　　　　　　　　　　　　　

　豪雪対策から克雪対策、そして寧克雪く、から“利雪。へ一一→。

全国の雪国のなかでも、当十日町市の雪対策は、急速な進展を し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ているといっても過言ではあ童）ません。克雪都市宣言、雪処理条

例、克雪モデル計画、克雪生活圏整備事業、流雪溝整備計画・・1等

の、経過と現況を踏まえ、第3回のテーマは「雪」　「調和」　［く

らし」という市民の皆さんに日常生活の中で気軽に考えられる も

のを設定しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪降る前の1日を、楽しく過ごしてみてはいかがでしょうか。
皆さんの多くのご参加をお待ちします。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12／3PMO：30～　大ホール

囹“雪・調和・くらし“シンポジウム

●56豪雪スライド上映…………一…・・PMO：30～

●第3回克雪フェア開催・……一………・PMO：55～

●シンポジウム・・………………・…………PMl：00～

　　問題提起（高校生の雪に対する意識調査から）

　　　　十日町青年会議所理事長　馬場文之さん

　　コーディネーター

　　　　県立自然科学館天文係長　佐藤文男さん

　　パネラー
　　　　市立吉田中学校教諭　高橋美智子さん

　　　　〃東小学校〃　佐藤京子さん
　　　　毎日新聞社長岡支局記者　浜名　純さん

　　　　十日町織物組合青年部会長　保坂隆一さん
　　　　十日町青年会議所克雪研究委員会柳　雄一さん

　　　　十日町高校3年上坂正教さん

　　コをアーマに

●●

囹記念講演PM3：00～4：00

　　「雪と調和する生活」
　　講師高橋喜平さん（日本雪氷学会名誉会員）

〈プロフィール〉

▲十日町青年会議所克雪研究委員会も協賛

　今年の11月に実施した「高校生の意識調査」　（雪と

　くらし、人生、家庭、環境、職業、結婚などについ

　て）の実践から問題を提起します。

　（写真は、克雪研究委員会作成のポスター）

留 グランドホールにて

●3日（土）　PM1：00～PM5：00

●4日（日）　AM9：00～PM3：00

1聡

1910年4月25日生れ
長年雪崩の研究に従事し、1971年国立林業試験場退職
1960年日本エッセイストクラブ賞の受賞を初め、日本雪氷

学会賞、吉川英治文化賞、岩手日報文化賞、河北文化賞等

受賞　現在日本雪氷学会名誉会員
●著書「雪と人生」　「雪の祭典」　「ノウサギの生態」　「雪

国動物記」　「日本の杉」　「日本の雪」「ツキノワグマ物語」

　　　　　や「遠野物語考」　「雪国炉辺言章」その他

バザール広場にて

●3日（土）

　PM1　：00～PM5：00

●4日（日）

　AM9：00～PM3　：00

道路除雪に頼もしい大型除雪機械たち

　乗ってみよう、・さわってみよう……

一家に一台、小型除雪機械

　新型、お値打品がズラリ勢揃い……

　　i購郷撒鑛蠣
　　　　纏漁醗臓i戯菊

．整目醗第難塑膣目罎響糞雪認念¢髄
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ち
厭
，
盈
『
7
導
疑

　
闘
難
ス
驚
ー
】
グ
ラ
ン
奈
ゐ

　
繋
蟹
難
纏
磁
竹
ス
キ
ー

　
　
養
癒
作
っ
饗
み
な
い
か
？

熊
風
船
一
鱗
差
癒

毒
饗
灘
イ
イ
克
雪
マ
ー
ク

　
の
入
っ
た
フ
ー
セ
ン

　
　
霧
ん
な
が
も
ら
え
ち
ゃ
う

【
金
魚
綱
奪
ゐ
霧

除
雪
機
械
が
運
ん
で

　
来
難
党
雪
金
魚

　
　
縫
糀
も
あ
げ
ち
ゃ
う

勲
。

　o
o

o

　
　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ヨ
ル

【
ら
《
が
毒
】
　
北
蟹
外

雪
・
ス
キ
ー
・
雪
合
戦

　
ほ
ん
や
ら
洞
・
雪
ま
つ
り

　
　
来
来
の
雪
国
…
…

『
雪
に
関
す
る
楽
し
い
事
は

な
ん
で
も
O
K
！

　
ど
ん
ど
ん
描
こ
う

笥測しt嚇、捧
2。伽かな？　　ラ！
305cmカ・な？

　（過去20年間の平均は244cmです）

　　見事当ったら
　　　　…後日豪華賞品を進呈！

　　＿匡．帯十＿”、畠rrレ評＿

◆みんなで考えよう、地下水のこと

　　　十日町市の地下水への依存率が100％近いという現状の

　　中で、地下水の有効利用、とりわけ「消雪用水」の有効利

　　用は、利用者・行政は勿論、皆んなで行わなければならな

　　い水資源対策です。

　　　節水という視点から、どんな方法があり、どんな方法が

　　当市に可能なのかを、みんなで考えよう。

◆研究報告は……

　　oヒートポンプ式無散水システム（新潟消エネルギー㈱）

　　o熱交換方式・散水融雪システム（興和地下建設㈱）

　　o無散水（ウォーターパイプヒーテング）システム

　　　　（日本地下水開発㈱）

　　O温水循環システム（黒工業㈱）

　■コーデネーターは　野原医左武氏

　　（国立防災科学技術センター長岡雪害実験所第3研究室長／

展示ホール・ロビーでは一

◆3日PM1：00～PM5：00　4日AM9：00～PM3：00

●屋根雪処理方法のいろいろ

●融消雪システムのいろいろ

●十日町市流雪溝ネットワーク計画パネル展示

●高橋喜平氏写真展

●林業試験場十日町試験地コーナー

　　（雪の資料もいっぱい）

“シンポジゥム，，

融消雪方法と地下水一
一

～有効利用のための方法研究～

＝二と　　き　　12月3日（土）

午前9時～11時30分

ところ　クロス10　中ホール

一
（十日町市本町6丁目）

糀

＜主催＞●十日町市地下水利用対策協議会

　　　●中魚沼郡水資源対策協議会

　　　●十日町市

こ為なとき

二んな農業制度資金を

シリーズNα5

農業近代化資金

　
農
業
の
近
代
化
を
推
進
す
る
た
め

に
ほ
、
盤
産
基
盤
の
強
化
や
施
設
等

の
整
備
拡
充
を
図
る
蕊
と
が
不
可
欠

で
す
が
、
慈
の
た
め
緯
は
、
長
期
か

つ
低
利
な
施
設
資
金
等
の
融
通
が
必

要
と
い
え
ま
す
。

　
農
協
等
の
系
統
機
関
の
資
金
は
、

年
々
充
実
し
て
き
て
恥
ま
す
が
、
貸

出
金
翻
等
の
理
由
か
ら
農
業
者
の
資

金
需
要
に
ナ
分
応
じ
き
れ
な
い
事
情

も
あ
り
ま
す
。

　
鶏
、
，
し
た
親
献
か
ら
、
利
子
補
給

等
の
勧
成
捲
置
を
講
じ
、
紐
合
系
統

資
金
を
農
業
施
設
資
金
と
し
て
大
輻

に
指
翔
し
、
農
業
の
近
代
化
を
図
る

目
的
で
創
設
慈
れ
た
の
が
、
「
農
薬
近

我
牝
資
金
融
資
制
度
」
艶
す
。
単
に

融
資
を
行
う
寵
け
響
な
く
、
駕
滑
に

行
わ
れ
る
た
め
に
債
務
保
証
の
措
置

を
講
じ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
こ
の
資
金
の
生
な
内
容
は
、
次
の

と
お
搬
謙
す
。

資金の種類 貸付対象事業 利率

（年％）

償還
期限

（年以内）

据置
期間

（年以内）

貸付限度額

建構築物

造成資金

農舎、畜舎、処理加工、農

産物販売施設、かん水施設

など施設の改良造成、取得

に必要な資金

6．0 15 3

個人

600万円

（朧1忍）

会社・組合

法人等

5，000万円

※自己負担
　　．の80％また

は上記金額

のいずれか

低い額以内

農機具等

取得資金

原動機や運搬用機具の取得

に要する資金
6．0 7 2

小土地

改良資金

事業費400万円以内の農地
（牧野）の改良または造成に

必要な資金

5．0 10 2

農村環境

整備資金

農村の環境整備のために必

要な施設の改良造成、取得

に必要な資金

7．0 20 3

このほかに、果樹等植栽育成資金、家畜購入育成資金、大臣特定資金が
あります。
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進1”
9
一

”1

　
　
　
　
　
難

オ
灘
雛
難
獲
藁
務

　
七
月
一
日
に
始
動
し
た
十
日
町
市

の
住
民
票
関
連
の
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務

は
順
調
で
あ
り
、
今
ま
で
に
作
業
停

電
半
日
、
落
雷
に
よ
る
瞬
断
な
ど
数

回
の
ほ
か
は
、
ほ
ぽ
支
障
な
く
稼
動

し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
は
、
す
で
に

春
の
選
挙
な
ど
多
業
務
に
威
力
を
発

揮
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
票
の
発
行

を
受
け
ら
れ
た
方
、
入
場
券
を
手
に

さ
れ
た
方
、
見
や
す
さ
な
ど
の
感
触

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

烹
灘
難
獺
灘
蒙
響
護

　
　
　
騒

　
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
i
保
護
条
例

を
制
定
し
、
安
全
管
理
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
が
、
十
一
月
九
日
、
助
役
を

委
員
長
と
す
る
保
護
管
理
委
員
会
に

コンピュータルーム・ホストコンピュータ

よ
る
定
期
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
細
部
に
わ
た
り
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

た
結
果
、
デ
ー
タ
の
入
出
力
、
各
種

手
続
き
及
び
安
全
管
理
な
ど
、
現
在

の
と
こ
ろ
万
全
が
期
せ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ひ
き
続
き
従
事
す
る
職
員
の

自
覚
と
責
任
を
ま
っ
と
う
す
る
よ
う

重
ね
て
注
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

安
心
、
信
頼
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

取
組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

覇
雛
垂
麟
…

薗
灘
噸
－

　
十
日
町
市
が
進
め
る

事
務
総
合
シ
ス
テ
ム
化

三
力
年
計
画
は
、
二
年

目
の
後
半
に
入
り
ま
し

た
。　

全
国
的
に
も
ま
だ
あ

ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い

大
き
な
事
務
改
善
に
向
け
て
、
一
連

の
業
務
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
化
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
生
活
課
窓
口
の
改
善
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
接
点
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
主
眼
と
し
て
進
め
て
ゆ
き
ま

す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
事
務
改
善
室

（
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町
内
、
盈
七
i
九

二
〇
二
番
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

市民生活課窓口・端末ディスプレイ

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
お
酒
を

飲
む
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
、
バ
！

な
ど
を
利
用
し
た
と
き
に
は
、
免
税

点
以
下
の
場
合
を
除
き
、
忘
れ
ず
に

公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
領
収
証
は
つ
ぎ
の
場
合
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

飲
食
店
（
婦
女
の
接
待
を
伴
わ
な
い

も
の
）
　
一
人
一
回
の
料
金
が
二
千

五
百
円
を
超
え
た
と
き
…
料
金
の
十

シ
ト料

理
店
、
バ
ー
、
飲
食
店
（
婦
女
の

接
待
を
伴
う
も
の
）
…
…
利
用
料
金

の
全
額
に
対
し
て
十
督

旅
館
・
ホ
テ
ル
　
ω
、
一
人
一
泊
二

　
　
　
灘

十
噸

　
　
　
　
　
　
　
　
璽
簾
ジ

食
の
料
金
が
五
千
円
を
超
え
る
場
合

は
、
二
千
円
（
五
十
九
年
一
月
一
日

以
後
は
二
千
五
百
円
）
を
控
除
し
た

残
額
の
十
新

㈲
宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食
、
昼

食
な
ど
、
ま
た
、
日
帰
者
の
休
け
い

や
飲
食
は
、
利
用
料
金
が
二
千
五
百

円
を
超
え
た
と
き
…
料
金
の
十
罫

；
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－
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－
ー
ー
ー
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－
－
I
－
I
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－
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－
1
5
昼
－
l
－
－
I
－
ー
－
酢
ー
－
9
1
1
－
I
－
－
－
巳
ー
1
5
－
ー
9
－
ー
－
－
－
ー
－
－
ー
－
－
ー
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ー
－
－
－
－
－
I
－
－
－
－
1
－
－
－
匿
ー
I
－
ー
1
9
1
1
－
9
－
－
－
1
9
9
ー
巳
ー
1
ー
ー
陰
I
－
I
－
畳
I
I
－
ー
－
ー
」

市のコンピュータ利用について、よ童）理解し、

より安心していただくため、年1回コンピュー

タ処理の内容を公表することになっています。

現在入力されている項目と利用している業務

は次のとおりです。

　〈住民記録として入力されている項目〉

o世帯に関すること…世帯主名、行政区名、学

　校区、電話、住所、方書きと、その変更理由

　及び変更年月日…14項目

o個人に関すること…個人名、性別、生年月日、

　筆頭者、本籍地、前住地、住民となった日（で

　なくなった日）住所を定めた日等…23項目

o選挙に関すること…資格の有無等…9項目

O印鑑登録に関すること…登録の有無等…3項目

O児童手当に関すること…資格の有無等…3項目

o国保に関すること…資格の有無等…9項目

O国民年金に関すること…資格の有無等…3項目

　　〈住民記録を利用している業務〉

①住民票発行

②選挙人名簿、入場券

③人口統計

④入学予定児童、生徒の把握と関連業務

⑤住民異動を各分野へ通知（税、国保、教委等）

⑥必要な年齢別名簿の作成（福祉、保健、年金、

　教委、商工）

　〈その他でコンピュータ処理している業務〉

①下水道使用料金業務

②上水道、簡易水道料金業務

r
馨
l
I
1
5
1
1
－
－
ー
I
l
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I
I
I
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ー
ー
1
ー
ー
ー
l
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－
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－
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－
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－
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1
1
1
1
－
I
－
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－
I
－
I
I
I
I
ー
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I
I
－
ー
ー
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I
－
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I
－
ー
－
I
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－
I
I
－
I
I
I
ー
ー
I
I
I
I
ー
ー
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－
l
I
I
I
－
I
l
l
I
l
I
I
ー
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－
1
－
I
I
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。

　
公
給
領
収
証
は
、
会
計
が
明
朗
に

な
り
、
税
金
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
十
日
町
財
務
事

務
所
間
税
係
（
奮
七
ー
五
五
一
一
番

内
線
二
〇
五
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
竃
，

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

十
一
月
を
「
雇
用
保
険
の
不
正
受
給

を
防
止
す
る
啓
発
月
間
」
と
し
て
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
最
近
雇
用
保
険
制
度
の

趣
旨
に
反
し
、
就
職
（
臨
時
、
ア
ル

バ
イ
ト
も
含
む
）
し
た
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
失
業
給
付
を
受
給
し
て
い

る
人
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
制
度

の
趣
旨
徹
底
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
に
つ
い
て

は
、
次
の
こ
と
が
条
件
で
す
。

●
失
業
の
状
態
に
あ
る
こ
と

●
求
職
活
動
を
し
て
い
る
こ
と

　
ル
ー
ル
を
守
っ
た
明
る
い
受
給
、

手
続
き
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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1．人件費の状況（普通会計決算）

区　　分
住民基本台帳人口
　　（年度末）

歳出額
　　　A

人件費
　　　B

人件費率
（B／A）

昭和57年度

58．3．31

　　　49，172人

　　　千円

10，298，511

　　千円

1，857，300

　　％

18．0

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます．「

2．職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数

　　A

給　　　　与　　　　費 1人当た
り給与費
（B／A）給　　料 職員手当 期末・

“力手当 計　B

昭和

58年度 422人

　　桐

895，335

　　桐

270，521

　　桐

377，446

　　　細

1，543，302

　千円

3，415

（注）　1職員手当には退職手当は含まれていません。

　2給与費は当初予算に計上された額であり、給与改善分は含まれて

　　いません。

　　4．職員の初任給の状況（58年4月1日現在）
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区　　　分

十日町市 国 新潟県
区　分

一　般　行　政　職

決　定
初任給

採用2年経過日

給料額
初任給

採用2年経過日

給料額
初任給

採用2年経過日

給料額
平均給料月額 平均年齢

十目町市 175，600円 36．4　歳

一一　般

行政職

大学卒 　円101，900 　円112，600 　円101，900 　円112，600 　円101，900 　円112，600 国 208，297円 40』1　歳

高校卒 　円
85，900

　円
91，500

　円
85，900

　円
91，500

　円
85，900

　円
91，500 新潟県 212，094円 38．8　歳

．
唱

6．一般行政職の等級別職員数の状況（58年4月1日現在）
5．職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　（58年4月1日現在）
区分 特1等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 計 区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

羅灘馨 部長 課　長 課長補佐 係　長
主　．事 主　事 主事補

一一般行政職

大学卒
　　　　円
166，800

　　　　円
186，400

　　　　円
249，500

職員数
人
5

　人
17

　人
60

　人
115

　人
99

　人
15

　人
311

高校卒
　　　　円
138，300

　　　　円
161，800

　　　　円
190，700構成比 　％

1．6
　％
5．5

　　％
19．3

　　％
37．O

　　％
31．8

　％
4．8

　％
100

（注）　1十日町市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。　　　　（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

　2標準的な職務内容とは・それぞれの等級に該当する代表的な職名です・　　　　び）採用後び）年数をいいます．

8・特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　　　　7．職員手当の状況
　　（58年4月1日現在）

区　　　分 給料月額等

給
　
　
　
料

市　長 580，000円

助　役 450，000円

収入役 410，000円

報
　
　
　
酬

議　長 245，000円

副議長 200，000円

議　員 180，000円

期
　
末
　
手
　
当

市　長 （昭和57年度

　支給割合）

6月期　1．4月分

12月期　1．9月分

3月期　0．5月分

計　　3．8月分

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

区　　　　　分 十　日　町　市 国 新　　潟　　県

期末・勤勉

手　　　当

（難器）

区　分 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉 期　末　　勤　勉

6月期 1．4月分　　0．5月分 1．4月分　　0．5月分 1．4月分　　0．5月分

12月期 1．9月分　　0．6月分 1．9月分　　0．6月分 1．9月分　　0．6月分

3月期 0．5月分　　一月分 0．5月分　　一月分 0．5月分　　・一月分

計 3．8月分　　1．1月分 3．8月分　　1．1月分 3．8月分　　1．1月分

退職手当

（支給率）

区　分 自己都合　　勧　奨 自己都合　　勧　奨 自己都合　　勧　奨

最高限度額 60．0月分67．5675月分 60．0月分67．5675月分 60．0月分67．5675月分

勤続20年 21．0月分30．7125月分 21．0月分30．7125月分 21．0月分30．7125月分

勤続30年 41．25月分57．915月分 41．25月分57．915月分 41．25月分57．915月分

勤続35年 48．125月分67．5675月分 48．125月分67．5675月分 48．125月分67．5675月分

1人当たり
平均支給額

2，231千円　　12，864千円1

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です．
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市民体育館夜間開放広＜一般開放

　
　
表

間
間
程

　
時
日

　
用
用

期
利
利

◎
◎
◎

58年12月1日㈹僧59年4月30日（月〉

前半一午後5時半～　後半一午後7時半～

7：30 9書30
： ～広げよつ…市民のなかにスボーツの輪を

　　　　高めよう…みんなの手で友愛の輪を～
■体育課智7－3111番（内線326）■市民体育館智7－5208番

前　　半　　　1　　後　　半
　　　　　腰

備考
月 バドミントン・野球i翻：霧雌暑毒春寂皇バ桑i書犀隼級

火 バドミントン・卓球iバレーボール・サッカー 12月のおもなスポーツ行事
水 軟式庭球ジュニア教室iバスケットボール

後半％までバド

ミントン利用 期日（曜） 行　　　事　　　名 会　　場 主　　管

木 バドミントン・卓球1バド　ミ　ン　トン
12／4（日） バレーボール審判審査会 市民体育館 バレーボール協会

金 　　　　　　　1軟式庭球ジュニア教室：バレーボール
12／11（日）

第4回家庭婦人、ファミリー
バドミントン大会（ダブルス）

市民体育館 バドミントン協会

土 　　　　　　　，第1・3青少年ホーム：サ　　ッ　　カ　　ー

日
1
： ヘルシーサークル
5

”1”新雪ジョギング・マラソン大会開催1”Il

※利用の際はマナーをよく守りましよう…一
b　rオネガイシマス」から「アリガトウゴザイマシタ」まで、

　あいさつをかわしあい、お互い心良く利用しあいましょう。

●各部屋．朋具の整理整頓を。特に、後しまつは使用前以上に

　きちんと孝予いましょう。

●シューズは、内ばきと外ばきの区別をはっきりつけましょう。

　自分の講物縁、由分で責任をもって管理してくだ巷い。

※中学生以下の利罵は、繭率1午後7：30叢で1に限り諜す．

泥いい《偏琶ソ
　　　　　　　　　　コーナ

～広げよう…市民のなかにスポーツの輪を

　　　　　高めよう…みんなの手で友愛の輪を～

■体育課智7－3111番（内線326）■市民体育館智7－5208番

12月のおもなスポーツ行事

”1”新雪ジョギング・マラソン大会開催1”Il

OO②（D◎∈肺②◎ロ0ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　いつでもどこでもちょっと1分問すぽ一つしてみませんか。

一日に一度は、こんな運動を雛瀬編緬ε．藷羅窮

　　．　　　　孝　　　　　　　　　　　　庭，ろうかなどどのような場所で

　　、

1渠』

・じ腰伸ばし

甥

　　　　　　　　難：蛎
手を腰にあてて押すよう拡り幽
にしながら、前にも横に
も伸ばします。

矯
～

ノ　
， ）1，

←深呼吸　　　もちよっとした運動はできます。

　手をあげて伸びあ
　がり、胸を張り大　一日に一度は生活の中で・こんな

　きく吸う．ちぢむ　運動を堕時行ってみませんか。

　ようにして大きく
　はきだす．　　　　rじブラブラ運動
　　　　　　，　　　　　からだをはずませなが
　　　　　　ク　　　、、、　、難　　　　　　らブラブラ。からだの

獲養、響蚤諜∫ろを大
　　　り・、皆　〃

　　　　　　　　　　　　・の’　＼
　　　　　　　　　　　　の　　　う　　　　　　　　　　　　；3」＝！
　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　ヤ　　　　　　　盈

　　　　　　　　～
曾嚢南，綴ちて、1

　からだを反らせて大
　あくび。

　　　’．く．0
　　　1身雪、
　　　蒜』：．

・じ腰のまげ伸ばし
　できたらバネをつけて、はずみながら

　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　角
3茎

」一I」瀞量

　　　マ．
　　．4
　　閥』・
　．　，」　　’

〃
～

証

￥

騰

　
　
吻

　
や
走
ノ

グ

乏
“
貸

〃

　の　　　　　　　　ハ

lll婚転。1ノ，

へし＼　　2；
、　　　　　　　N、、

！4　　　弘

∫

6

市陸上競技協会と新座ス

ポーツクラブでは、新春

の走り初めと健康づくり

をあわせて第5回十日町

新雪ジョギング・マラソ

ン大会を実施します。

●特色　日本一の豪雪地でもジョギング・マラソン大会が

　　　　できる。

●日時　1月2日（月）受付開始…午前8時半～9時40分

　　　　開会式…10時　スタート…10時半（各コース同時

　　　　に）

●集合場所　新座公民館（新座第2）

●種目　01部…10km　O2部…5km　O3部…3km
●申込先　市民体育館（智7－5208番）大久保善雄（新座2

　　　　大英織物内盈2－2916番）

●申込締切り　12月15日（当日の受付はしません）

●参加料　O大人…1000円、児童生徒500円（保険料含む）

　　　　※申込みの際納入してください。

●不明な点など詳細は申込先まで問合わせてください。

　　　松之山町営スキー場が

　　　　12目3日オーブンします

　十日町市に近接する東頸城郡松之山町では、松之山温泉

の通年観光地化と若者定住、出稼ぎ過疎対策事業として町

営スキー場の建設を進めていましたが、このほど完成し12

月3日にオープンします。

　◆場所　松之山温泉から車で2分

　◆施設　リフト2基（第1ペアリフト700m、第2リフ

　　　　　ト500m）レストハウス、駐車場

　　　　ゲレンデ面積30万m2、標高差320m、滑走距離

　　　　1700m、最高斜度38度、平均17度

　　　　　……お気軽にご利用ください……

全面交通止のお知らせ

　国道117号線の小畢谷市市之口地内で、

スノーシェッ援滋事のため11月鍵日～30

臼までっぎの時閥全面交通止となります．

　●8：30～12：00　　●13：00～17：00

臼迂回跳一県道小千谷十日町津南線

　　　　県道岩沢（停／蓼坂線

　　　　國遊252号線
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雪囲いや年賀状の
宛名書きなとの

人手璽鱗欝野7
　　　　ロ　　ロ　ロじコロ　コロロほじロロ　　　■●0090■0●O　O　O　Oノ　　　コ　じ　ロ　の　　　の　　　ロ　　　じ　じ　ロ
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　～高齢者事業団～

　
高
齢
者
事
業
団
が
発
足
し
て
一
年

た
ち
ま
し
た
が
仕
事
も
順
調
で
す
。

　
冬
将
軍
の
到
来
も
間
近
に
な
り
、

冬
囲
い
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
人

手
の
足
り
な
い
時
は
高
齢
者
事
業
団

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
年
末
に
な
る
と
家
の
掃
除
、

障
子
は
り
、
年
賀
状
の
宛
名
書
き
な

ど
忙
が
し
く
な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な

時
も
お
早
目
に
事
業
団
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
担
当
者
が
ご
相
談
に
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
ご
連
絡
は
、
十
日
町
市
高
齢
者
事

．
業
団
（
本
町
六
　
四
ツ
宮
荘
内
　
費

七
ー
五
七
〇
八
番
）
へ
。

　
住
、
難
畿
融
蚕
庫

　
個
鐵
獲
羅
資
整

　
　
　
　
　
　
　
藁
　
付

受
付
期
問
　
十
一
月
十
四
日
（
月
）

　
か
ら
十
二
月
九
日
（
金
）
ま
で

選
定
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ

　
り
行
い
ま
す
。

申
込
場
所
　
市
内
の
住
宅
金
融
公
庫

　
業
務
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。

　
詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
所
（
智
〇
二
七
二
－
三
二
ー
六
六

五
五
番
）
か
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
　
ず
　
り
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
　
　
キ
　
　
ー
　
　
靴

　
（
女
性
用
）

中
　
古

二
万
円

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ

角
型
シ
ャ
　
ベ
ル

中
　
古

相
談
で

足
ふ
み
ミ
シ
ン

〃

一
万
五
千
円

英
会
話
セ
ッ
ト

〃

十
万
円

二
段
ベ
　
ツ
ド

〃

相
談
で

ス
ズ
キ
ジ
ム
ニ
ー

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

〃

二
千
五
百
円

ガ
　
　
ラ
　
　
ス
　
　
戸

（
四
尺
五
寸
）

〃

格
安
で

ウ
ィ
ン
ド
フ
ア
ン

〃

一
万
五
千
円

自
　
　
　
転
　
　
　
車

（
二
十
四
イ
ン
チ
）

〃

相
談
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
車

（
＋
段
変
速
）
ア
ッ
プ
ハ
ン
ド
ル

〃

一
万
五
千
円

ガ
ス
オ
；
ブ
ン

〃

一
万
円

瞬
間
ガ
ス
湯
沸
器

〃

相
談
で

バ
イ
ク
（
5
0
㏄
）

〃

相
談
で

自
動
車
（
5
1
年
型
）

（
車
検
六
予
年
六
月
迄
）

〃

十
五
万
円

ブ
ル
ワ
ー
み
ー

〃

三
千
円

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

〃

相
談
で

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

電
子
力
1
ペ
ッ
ト

〃

二
万
五
千
円

自
　
　
　
転
　
　
　
車

（
五
歳
用
補
助
付
）

中
　
古

相
談
で

パ
　
　
ソ
　
　
コ
　
　
ン

（
N
E
C
－
P
C
九
千
八
百
）

〃

相
談
で

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

一
万
五
千
円

国
鼠
盗
融
饗
繹

　
園
の
鱗
難
灘
糞
響

　
　
　
　
　
の
灘
薬
内

　
五
十
九
年
春
に
高
校
、
大
学
な
ど

に
進
学
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
入
学
金
な
ど
進
学
に
必
要
な
資

金
に
「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
の
活
用

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

融
資
額
　
一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万

　
円
以
内

融
資
期
間
　
原
則
と
し
て
進
学
す
る

　
学
校
の
修
学
年
限
内

利
率
　
年
八
・
一
％

保
証
人
　
一
名
以
上
必
要
で
す
。

（
働
進
学
資
金
融
資
保
証
基
金
を
利

　
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

返
済
方
法
　
割
賦
（
毎
月
）
払
い
。

　　ダンス講習会
　　　　　　　　～勤労青少年ホーム～

ダンスは苦手という方もぜひおでかけください。

初心者大歓迎です。

日時　12月7日㈱・13日（火）、午後7時30分～

会場　青少年ホーム軽運動場

　
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
。

受
付
期
問
　
十
一
月
か
ら
五
十
九
年

　
四
月
ま
で
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
は
、
十
日
町
商

工
会
議
所
（
本
町
三
智
七
ー
五
二

一
番
）
へ
。

搏
糠
獲
灘
盤

あ
難
灘
欝
鐘
灘
欝
鞭
叢
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
驚
月
分
〉

大
谷
竜
太
郎
（
学
校
町
二
）

渡
辺
　
春
吉
（
桜
木
町
）

根
津
　
東
雄
（
本
町
二
）

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

大
田
区
立
郷
土
博
物
館

京
都
府
丹
後
郷
土
資
料
館

井
口
　
石
三
（
大
黒
沢
第
一
）

大
津
　
善
平
（
魚
ノ
田
川
）

小
宮
山
幸
作
（
新
座
）

総
美
社

むし歯のないよい歯の子
　（11月の3歳児健診を受けた子59名）

氏　　　名 住　所 保護者名

松井れいな 大　　池 綾子

佐藤　　憲、司 北新田1 徳二

岡田久美子 中条中町 三郎

十日町の

人に

　　　　　なりました
繕就出町．

麺驚籠励ら一（40〕

★
隻
ま
れ
は
幽
梨
、
育
っ
た
の
は
瑚

騰
叢
懸
、
縫
事
の
関
係
で
牽
環
購
霧

擁
僅
蘇
を
定
め
た
の
が
三
年
繭
、
今

藩
髭
簿
に
丸
幽
町
押
木
茂
美
さ
ん

｛
二
牽
叢
歳
・
看
護
婦
〉
老
結
婚
し

添
錨
の
意
味
で
牽
籔
購
め
戴
緯
な
っ

癒
の
が
浩
叢
書
ん
（
二
藷
五
歳
・
電

力
機
鞍
勤
務
）
で
す
．

★
老
に
懸
く
．
箪
々
懸
婬
議
驚
、
畢

懸
購
蒙
韮
欝
タ
夢
ブ
に
籍
を
澄
矯
て

数
簗
の
溺
馨
ー
鷺
も
参
撫
。
そ
の
ク

灘
甥
⑳
傭
閲
の
紹
介
癒
叢
人
が
勲
糠

合
鱒
蒙
態
驚
。
　
懲
氏
が
変
わ
る
の
は

…
…
鞍
羅
泓
な
慧
見
も
塞
家
懸
は
少

縷
趨
灘
ぞ
う
欝
奮
が
、
無
事
ゴ
ー
ル

羅
潔
。
会
釜
⑳
繍
賜
達
も
羨
ま
し
く

議
を
し
で
糖
る
灘
か
し
な
い
と
か
。

糞
藩
墨
町
の
邸
象
ほ
、
9
騨
こ
に
住
ん

癒
験
る
入
癒
ち
が
皆
ん
な
叢
い
人
ば

瀞
鱗
躍
惹
嶺
う
轟
と
、
そ
れ
炉
奎
て

驚
奮
鱒
　
鷺
欝
に
つ
糖
誕
の
糠
験
が
全

《
嶽
蕉
、
あ
の
蚤
索
豪
雪
に
は
本
当

樵
驚
き
麟
態
髭
馨
か
し
簾
薦
．
素

騰
癒
態
嚇
羅
ベ
ン
繋
の
雲
諜
つ
壌
が

お
藩
畿
、
』
雄
鐵
絃
叢
鱒
蒙
蕩
選
憩
鍛

癒
鱒
議
瀧
鹸

★
「
折
角
の
機
会
で
、
伝
え
て
ほ
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
　
「
こ
の
地
に

鎌
て
個
人
的
に
言
葉
で
表
わ
せ
な
い

ほ
ど
お
世
話
に
な
っ
た
人
が
い
ま
す
。

紙
面
を
借
り
て
御
礼
を
い
い
た
い
の

で
す
が
…
」
こ
の
よ
う
な
要
望
は
初

め
て
で
す
が
特
別
に
ー
。

糠
遜
本
町
の
高
橋
商
会
の
社
長
さ
ん
、

添
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
び

お
金
が
無
く
、
車
の
ラ
リ
ー
に
出
た

い
時
、
そ
れ
か
ら
空
腹
な
時
な
ど
、

い
つ
も
世
話
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で

す
。★

浩
二
巷
ん
の
仕
事
は
、
鉄
塔
建
設

の
管
理
、
昭
穂
六
牽
年
十
月
に
は
、

護
の
十
瞬
晦
で
の
仕
事
も
終
わ
頓
転

勤
と
い
う
闘
題
が
あ
嬢
ま
す
。

門
確
か
に
大
き
な
問
題
で
す
が
、
二
．

人
で
相
談
し
な
が
ら
何
ん
と
か
鵬
来

る
こ
と
岬
　
隣
り
で
妻
茂
美
さ
ん
が

、
雛
な
ず
い
て
い
ま
す
。

★
車
が
好
き
だ
か
ら
で
な
く
、
毎
日

の
ま
う
に
茂
美
さ
ん
を
勤
務
先
（
中

塁
韓
）
諜
で
送
り
迎
え
す
る
と
糖
う

浩
工
塔
ん
。
今
臼
も
、
十
田
町
の
中

を
愛
車
カ
ロ
ー
ラ
を
上
手
な
運
転
で

壷
7
わ
せ
て
い
ま
皿
す
。

可
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委
託
除
雪
補
助
制
度
の

　
　
　
　
　
ご
＊
利
＊
用
＊
を

　
市
で
は
、
町
内
会
な
ど
が
、
除
雪

機
械
の
費
用
を
支
払
っ
て
市
道
の
除

雪
を
し
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
委
託
除
雪
費
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
制
度
は
、
市
の
定
め
た

借
上
げ
料
令
町
内
会
な
ど
の
借
上
げ

料
が
市
の
定
め
た
額
よ
り
少
な
い
と

き
は
そ
の
額
）
を
基
準
と
し
、
補
助

率
は
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ

ベ
ル
な
ど
の
除
雪
機
械
の
借
上
げ
料

の
六
十
新
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
昨
年
度
は
、
こ
の
制

度
を
利
用
し
て
三
百
六
十
件
、
三
千

五
百
二
十
九
万
円
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　
除
雪
作
業
に
は
、
多
く
の
危
険
が

伴
い
ま
す
の
で
、
誘
導
員
を
必
ず
つ

け
る
な
ど
危
険
防
止
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
と
り
わ
け
、
通
学

路
で
は
、
生
徒
の
登
下
校
時
の
作
業

は
極
力
さ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

申
込
み
方
法
…
…
除
雪
作
業
を
す
る

前
に
随
時
、
市
役
所
建
設
課
維
持
管

理
係
（
智
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

六
七
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
除
雪
作
業
が
終
っ
て
か
ら
お

届
け
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
補
助
金

が
出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集

　
防
衛
庁
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
陸

海
、
空
士
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

職
種
　
二
等
陸
・
海
・
空
士

資
格
　
満
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
で
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
　
常
時
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
自
衛
隊
長
岡
出
張
所
（
費

〇
二
五
八
ー
三
三
1
0
二
五
六
番
）

か
、
市
役
所
市
民
生
活
課
市
民
係
（
費

七
－
三
一
一
一
番
、
内
線
一
四
四
）

へ

「
川
崎
病
の
子
供

　
を
も
つ
親
の
会
」

　
　
　
　
入
会
案
内

　
川
崎
病
は
四
歳
以
下
の
乳
幼
児
を

集
中
的
に
襲
う
原
因
不
明
の
病
気
で

す
が
、
そ
の
川
崎
病
の
子
供
を
も
つ

親
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
健
康
な
生

活
を
願
い
、
親
同
士
の
よ
り
広
い
情

報
交
換
と
精
神
的
な
相
互
扶
助
の
た

め
に
「
川
崎
病
の
子
供
を
も
つ
親
の

蒙肖費塁i者i塑叢垂知識…

　一洗剤に表示が一

　●台所用複合石けん…界面活性剤の総含有量のうち、

　　　　　　　　　　　純石けん分が60％以上100％未満

　　　　　　　　　　　のもの

　●台所用合成洗剤…界面活性剤の総含有量のうち、

　　　　　　　　　　　純石けん分以外の界面活性剤が

　　　　　　　　　　　40％を超えるもの

※界面活性剤とは？
　　界面活性剤には液体の表面張力を小さくさせる性質

　があり、洗浄に用いると、浸透・吸着・膨潤などの作

　用によ量）、もむ・押すといった機械的な力と相まって

　汚れを落とす働きをします。

会
」
が
五
十
七
年
九
月
に
結
成
さ
れ

現
在
、
千
家
族
の
会
員
数
に
達
し
て

い
ま
す
。
県
内
で
も
、
本
年
九
月
に

「
親
の
会
新
潟
県
連
絡
会
」
が
つ
く

ら
れ
活
動
を
開
始
し
て
お
り
、
関
係

者
の
参
加
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
入
会
申
込
み
は
電
話
か
ハ
ガ
キ
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
渋
谷
政
子
（
〒
九
五
〇
　
新
潟
市

大
山
二
－
十
一
i
十
六
　
智
〇
二
五

二
－
七
一
1
0
六
九
五
）

　
中
野
忠
三
（
〒
九
五
〇
！
一
三
、

費
〇
二
五
二
ー
八
O
I
四
九
四
三
）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
二
十
九
日
㈹
　
午
前
九

時
～
正
午
、
高
田
町
六
丁
目
の
一
部

▼
十
一
月
三
十
日
㈱
　
午
前
九
時
～

…
4
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

31　　　30　　　29　　　　25　　　　18　　　　　　　　　11

日　　　日　　　日　　　日　　　日　　　　　　日

費
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番
…

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

　
費
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番
㎜

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
…

　
　
智
2
の
3
2
7
6
番
皿

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

費
0
2
5
7
6
1
5
－
3
1
6
1
番
㎜

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
　
…

　
　
智
2
の
2
5
8
1
番
…

中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

　
　
實
7
の
3
0
1
8
番
…

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

　
　
盈
2
の
2
1
7
4
番
…

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

　
　
智
2
の
3
2
6
9
番
…

大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

　
　
奮
2
の
2
9
5
7
番
｝

霧
藤
影
灘
嚢
葬
獺
薇

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

12

月
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55

年
6
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

12

月
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

57

年
6
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

12

月
14
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

58

年
8
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

12
月
1
2
日

（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

詔
年
2
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
副
籍
綱
婦
篠
幕
誤
譲
噛
科
検
診
が
あ
り
ま
す
か
ら

正
午
、
上
新
田
第
二
、
上
新
田
第
三

山
際
の
全
部
　
▼
十
二
月
二
日
㈲

午
前
八
時
～
午
後
一
時
、
川
治
内
後
、

北
新
田
第
二
、
川
治
下
町
第
一
、
第

二
、
妻
有
町
東
一
、
山
本
町
一
、
山

本
町
三
、
山
本
町
四
、
千
歳
町
三
丁

目
、
寿
町
一
、
二
、
三
、
四
、
昭
和

町
一
の
各
一
部
、
妻
有
町
西
一
、
妻

有
町
西
二
、
河
内
町
、
千
歳
町
一
、

千
歳
町
二
の
全
部
、
▼
十
二
月
六
日

㈹
、
午
前
八
時
～
午
後
一
時
、
北
新

田
第
一
、
第
二
、
錦
町
一
、
二
、
春

日
町
一
、
二
、
三
、
高
田
町
三
丁
目

南
、
桜
木
町
、
美
雪
町
一
、
美
雪
町

二
、
三
の
各
一
部
、
北
新
田
第
三
の

全
部
、
▼
十
二
月
八
日
㈲
、
正
午
か

ら
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
、
四
日
町

新
田
第
三
、
本
町
七
ー
一
、
新
座
第

二
、
第
三
の
各
一
部
、
本
町
七
ー
二
、

三
和
町
の
全
部
、
▼
十
二
月
十
三
日

㈹
　
午
前
九
時
～
正
午
、
馬
場
、
水

沢
の
全
部
、
▼
十
二
月
十
四
日
㈹

午
前
九
時
～
午
後
一
時
、
中
条
峠
の

一
部
、
梅
沢
の
全
部
、
▼
十
二
月
十

五
日
㈲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
、

昭
和
町
一
、
二
、
高
田
町
一
、
泉
町
、

栄
町
、
丸
山
町
、
高
田
町
三
の
西
、

高
田
町
四
、
春
日
町
一
の
各
一
部
、

高
田
町
二
、
高
田
町
三
の
南
、
高
田

町
三
の
東
の
全
部
、
▼
十
二
月
十
六

日
㈹
、
午
前
九
時
～
正
午
、
土
市
第

二
、
第
四
の
各
一
部
、
土
市
第
一
、

第
三
、
細
尾
、
天
池
、
池
之
尻
、
漆

島
の
全
部
．12月7日㈹滝文工業

ヤド12月8日休）エ

時間はいずれの会場も

　　　午前10時～午後3時

L一一明目といわず今献血を


